
○
厚
生
労
働
省
令
第
九
号

旅
館
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
八
十
四
号
）
及
び
旅
館
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
（
平
成
三
十
年
政
令
第
二
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
旅
館
業
法
（
昭
和

二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
六
条
第
一
項
及
び
旅
館
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
百
五
十
二
号
）
第
一
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
旅
館
業
法
施
行
規
則
及
び
環
境
衛
生
監
視
員
証
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
年
一
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

旅
館
業
法
施
行
規
則
及
び
環
境
衛
生
監
視
員
証
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
旅
館
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

旅
館
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
一
条

旅
館
業
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

第
一
条

旅
館
業
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

。
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ

。
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
、
そ
の
営
業
施
設
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県

る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
、
そ
の
営
業
施
設
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県

知
事
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
に
あ
つ
て
は
、
市
長
又
は
区
長
。
以

知
事
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
に
あ
つ
て
は
、
市
長
又
は
区
長
。
以

下
同
じ
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

下
同
じ
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

法
第
三
条
第
二
項
各
号
に
該
当
す
る
こ
と
の
有
無
及
び
該
当
す
る
と
き
は
、

六

法
第
三
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
該
当
す
る
こ
と
の
有
無
及
び

そ
の
内
容

該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
内
容

２

（
略
）

２

（
略
）

第
三
条

法
第
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

第
三
条

法
第
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
、
そ
の
営
業
施
設
所
在
地
を
管
轄
す
る

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
、
そ
の
営
業
施
設
所
在
地
を
管
轄
す
る

都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

法
第
三
条
第
二
項
各
号
（
第
七
号
を
除
く
。
）
に
該
当
す
る
こ
と
の
有
無
及

五

法
第
三
条
第
二
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
こ
と
の
有
無
及
び
該
当

び
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
内
容

す
る
と
き
は
、
そ
の
内
容

２

（
略
）

２

（
略
）

第
四
条
の
二

法
第
六
条
第
一
項
の
宿
泊
者
名
簿
（
以
下
「
宿
泊
者
名
簿
」
と
い
う

第
四
条
の
二

法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
宿
泊
者
名
簿
に
記
載
す
べ
き
事
項
は

。
）
は
、
当
該
宿
泊
者
名
簿
の
正
確
な
記
載
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た

、
宿
泊
者
の
氏
名
、
住
所
及
び
職
業
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

上
で
作
成
し
、
そ
の
作
成
の
日
か
ら
三
年
間
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

一

宿
泊
者
が
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
外
国
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
国

２

法
第
六
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
所
は
、
次
に
掲
げ
る
場
所
と

籍
及
び
旅
券
番
号

す
る
。

二

そ
の
他
都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

一

旅
館
業
の
施
設

二

営
業
者
の
事
務
所

３

法
第
六
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
宿
泊
者
の
氏
名
、
住



所
及
び
職
業
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

宿
泊
者
が
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
外
国
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
国

籍
及
び
旅
券
番
号

二

そ
の
他
都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

第
四
条
の
三

旅
館
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
百
五
十
二
号
。
以
下
「

（
新
設
）

令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

事
故
が
発
生
し
た
と
き
そ
の
他
の
緊
急
時
に
お
け
る
迅
速
な
対
応
を
可
能
と

す
る
設
備
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

二

宿
泊
者
名
簿
の
正
確
な
記
載
、
宿
泊
者
と
の
間
の
客
室
の
鍵
の
適
切
な
受
渡

し
及
び
宿
泊
者
以
外
の
出
入
り
の
状
況
の
確
認
を
可
能
と
す
る
設
備
を
備
え
て

い
る
こ
と
。

第
五
条

令
第
二
条
に
規
定
す
る
施
設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
五
条

旅
館
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
百
五
十
二
号
。
以
下
「
令
」

と
い
う
。
）
第
二
条
に
規
定
す
る
施
設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

（
削
る
）

五

次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
施
設

イ

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
百
四
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
文
部
科
学
大
臣
に
選
定
さ
れ
た
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
内
に
在
る
こ
と
。

ロ

文
化
財
保
護
法
第
二
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
伝
統
的
建
造
物
群
を

構
成
し
て
い
る
建
築
物
等
（
ハ
に
お
い
て
「
伝
統
的
建
造
物
」
と
い
う
。
）

で
あ
る
こ
と
。

ハ

伝
統
的
建
造
物
と
し
て
の
特
性
を
維
持
す
る
た
め
、
令
第
一
条
第
二
項
第

四
号
に
規
定
す
る
宿
泊
し
よ
う
と
す
る
者
と
の
面
接
に
適
す
る
玄
関
帳
場
そ

の
他
こ
れ
に
類
す
る
設
備
（
ニ
に
お
い
て
「
玄
関
帳
場
等
」
と
い
う
。
）
を

設
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

ニ

玄
関
帳
場
等
に
代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
設
備
を
設
け
る
こ
と
そ
の
他
善

良
の
風
俗
の
保
持
を
図
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。



ホ

事
故
が
発
生
し
た
と
き
そ
の
他
の
緊
急
時
に
お
け
る
迅
速
な
対
応
の
た
め

の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

２

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
基
準
は

２

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
基
準
は

、
適
用
し
な
い
。

、
適
用
し
な
い
。

前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号

令
第
一
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に

前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号

令
第
一
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
イ
、
第
三

ま
で
に
掲
げ
る
施
設

第
二
項
第
一
号
の
基
準

ま
で
に
掲
げ
る
施
設

号
及
び
第
四
号
、
第
二
項
第
一
号
、
第
二
号
、

第
三
号
（
床
面
積
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。
）

及
び
第
四
号
並
び
に
第
三
項
第
一
号
の
基
準

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
施

令
第
一
条
第
二
項
第
一
号
の
基
準

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
施

令
第
一
条
第
三
項
第
一
号
の
基
準

設

設

（
削
る
）

前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
施

令
第
一
条
第
二
項
第
四
号
の
基
準

設

３

第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
季
節
的
状
況

３

第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
季
節
的
状
況

、
地
理
的
状
況
等
に
よ
つ
て
令
第
一
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
二
項
第
四
号
の
基

、
地
理
的
状
況
等
に
よ
つ
て
令
第
一
条
第
一
項
第
六
号
、
第
八
号
及
び
第
九
号
、

準
に
よ
る
必
要
が
な
い
場
合
又
は
こ
れ
ら
の
基
準
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

第
二
項
第
六
号
並
び
に
第
三
項
第
四
号
の
基
準
に
よ
る
必
要
が
な
い
場
合
又
は
こ

で
あ
つ
て
、
か
つ
、
公
衆
衛
生
の
維
持
に
支
障
が
な
い
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
基
準

れ
ら
の
基
準
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
か
つ
、
公
衆
衛
生
の
維

に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

持
に
支
障
が
な
い
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
基
準
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

す
る
。

第
六
条

法
第
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
職
権
を
行
う
者
を
環
境
衛
生
監
視
員
と

第
六
条

法
第
七
条
第
一
項
の
職
権
を
行
う
者
を
環
境
衛
生
監
視
員
と
称
し
、
同
条

称
し
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
携
帯
す
る
証
票
に
つ
い
て
は
、
別
に
定

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
携
帯
す
る
証
票
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

め
る
。



（
環
境
衛
生
監
視
員
証
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

環
境
衛
生
監
視
員
証
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
五
十
二
年
厚
生
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
四

墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
四

号
）
第
十
条
、
公
衆
浴
場
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
七
号
）

号
）
第
十
条
、
公
衆
浴
場
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
七
号
）

第
六
条
、
旅
館
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）
第
六
条

第
六
条
、
旅
館
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）
第
六
条

、
興
行
場
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
九
号
）
及
び
化
製
場
等

、
興
行
場
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
九
号
）
及
び
化
製
場
等

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
三
十
号
）
に
規
定
す
る
環

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
三
十
号
）
に
規
定
す
る
環

境
衛
生
監
視
員
の
身
分
を
示
す
証
票
並
び
に
理
容
師
法
施
行
規
則
（
平
成
十
年
厚
生

境
衛
生
監
視
員
の
身
分
を
示
す
証
票
並
び
に
理
容
師
法
施
行
規
則
（
平
成
十
年
厚
生

省
令
第
四
号
）
第
二
十
八
条
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚

省
令
第
四
号
）
第
二
十
七
条
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚

生
省
令
第
三
十
五
号
）
第
十
一
条
、
美
容
師
法
施
行
規
則
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第

生
省
令
第
三
十
五
号
）
第
十
一
条
、
美
容
師
法
施
行
規
則
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第

七
号
）
第
二
十
八
条
及
び
建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施

七
号
）
第
二
十
七
条
及
び
建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第
二
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
環

行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第
二
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
環

境
衛
生
監
視
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
別
記
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

境
衛
生
監
視
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
別
記
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（裏
面

）

（裏
面

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

旅
館
業
法
抜
す
い

旅
館
業
法
抜
す
い

第
７
条

都
道
府
県
知
事
は

こ
の

第
７
条

都
道
府
県
知
事
は

必
要

、
、

法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

営
業

、

い
て

営
業
者
そ
の
他
の
関
係
者

者
そ
の
他
の
関
係
者
か
ら
必
要
な

、

か
ら
必
要
な
報
告
を
求
め

又
は

報
告
を
求
め

又
は
当
該
職
員
に

、
、

当
該
職
員
に

旅
館
業
の
施
設
に

営
業
の
施
設
に
立
ち
入
り

そ
、

、
、

立
ち
入
り

そ
の
構
造
設
備
若
し

の
構
造
設
備
若
し
く
は
こ
れ
に
関

、

く
は
こ
れ
に
関
す
る
書
類
を
検
査

す
る
書
類
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が

さ
せ

若
し
く
は
関
係
者
に
質
問

で
き
る

、
。

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

２
当
該
職
員
が

前
項
の
規
定
に

。
、

２
都
道
府
県
知
事
は

旅
館
業
が

よ
り
立
入
検
査
を
す
る
場
合
に
お

、

営
ま
れ
て
い
る
施
設
に
お
い
て
次

い
て
は

そ
の
身
分
を
示
す
証
票

、



条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を

を
携
帯
し

且
つ

関
係
人
の
請

、
、

す
べ
き
か
否
か
を
調
査
す
る
必
要

求
が
あ
る
と
き
は

こ
れ
を
呈
示

、

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

当
該

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

、
。

旅
館
業
を
営
む
者

（営
業
者
を
除

（略

）

く

）そ
の
他
の
関
係
者
か
ら
必

。

要
な
報
告
を
求
め

又
は
当
該
職

、

員
に

旅
館
業
の
施
設
に
立
ち
入

、

り
そ
の
構
造
設
備
若
し
く
は
こ

、

れ
に
関
す
る
書
類
を
検
査
さ
せ
、

若
し
く
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

３
当
該
職
員
が

前
二
項
の
規
定

、

に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
場
合
に

お
い
て
は

そ
の
身
分
を
示
す
証

、

票
を
携
帯
し

か
つ

関
係
者
の

、
、

請
求
が
あ
る
と
き
は

こ
れ
を
提

、

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は

犯
罪

、

捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の

と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

（略

）

（略

）

（略

）



附

則

１

こ
の
省
令
は
、
旅
館
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
三
十
年
六
月
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
環
境
衛
生
監
視
員
が
携
帯
す
る
証
票
又
は
証
明
書
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に

よ
る
証
票
又
は
証
明
書
と
み
な
す
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
証
票
又
は
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間

、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。


